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預
金
封
鎖
・
Ｅ
Ｌ
Ａ
・
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

〜
ギ
リ
シ
ャ
危
機
と
「
最
後
の
貸
し
手
」
〜

伊
豆
　
　
久

は
じ
め
に

ギ
リ
シ
ャ
は
、
今
年
一
月
の
反
緊
縮
派
政
権
発
足
以
降
、
Ｅ
Ｕ
（
ユ
ー
ロ
圏
財
務
相
会
議
）
等
と
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
延
長
を
め

ぐ
っ
て
激
し
い
交
渉
を
続
け
て
き
た
が
、
最
終
的
に
、
債
権
者
側
の
求
め
る
経
済
改
革
案
を
お
お
む
ね
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

合
意
に
至
る
ま
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ユ
ー
ロ
圏
離
脱
の
可
能
性
が
ド
イ
ツ
の
高
官
か
ら
も
表
明
さ
れ
る
な
ど
緊
迫
し
た
情
勢
が
続
い

た
が
、
最
悪
の
事
態
は
避
け
ら
れ
た
形
で
あ
る
。

交
渉
の
過
程
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
も
き
わ
め
て
厳
し
い
姿
勢
を
維
持
し
、
ユ
ー
ロ
圏
に
お
け
る
「
最
後
の
貸
し
手
」

機
能
の
実
際
を
改
め
て
知
ら
し
め
た
。
す
な
わ
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
の
民
間
銀
行
は
、
預
金
の
引
出
し
が
続
く
と
資
金
不
足
に
直
面
し
、

ギ
リ
シ
ャ
銀
行
（
中
央
銀
行
）
か
ら
借
り
入
れ
る
ほ
か
な
く
な
る
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ャ
銀
行
は
、
ユ
ー
ロ
圏
の
中
央
銀
行
と
し
て
、

そ
の
資
金
供
給
に
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
の
承
認
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
は
、
資
金
供
給
を
認
め
る
条
件
と
し

て
、
財
政
再
建
や
構
造
改
革
な
ど
へ
の
合
意
・
遵
守
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ギ
リ
シ
ャ
に
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
、
①
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
託
す
る
か
、
②
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
の
決
定
を
拒
否
す
る
す
な
わ
ち
ユ
ー
ロ
を
離
脱
す
る
か
、
③
長
期
の
預
金
封

鎖
に
耐
え
る
か
、
し
か
な
く
な
り
、
結
局
、
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
て
中
央
銀
行
の
資
金
供
給
を
再
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。



こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
（
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
か
ら
の
金
融
支
援
だ
け
で
な
く
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
も
、
借

り
手
側
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
入
れ
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
、
こ

れ
ま
で
の
実
際
の
例
を
紹
介
し
な
が
ら
検
証
し
て
み
よ
う
。

１
　
ユ
ー
ロ
圏
に
お
け
る
中
央
銀
行
制
度
〜
適
格
担
保
と
Ｅ
Ｌ
Ａ

は
じ
め
に
、
ユ
ー
ロ
圏
の
中
央
銀
行
制
度
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

Ｅ
Ｕ
は
、
一
九
九
九
年
に
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
を
導
入
、
同
時
に
、「
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
中
央
銀
行
制
度
を
設
立
し

た
。
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
は
、
ユ
ー
ロ
加
盟
国
（
現
在
一
九
ヶ
国
）
の
中
央
銀
行
と
新
た
に
設
立
さ
れ
た
Ｅ
Ｃ
Ｂ
か
ら
成
り
、
そ
の
意

思
決
定
を
「
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
（E

C
B

G
overning

C
ouncil

）」
に
一
本
化
し
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
政
策
理
事
会
（
以
下
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
略
）

は
、
総
裁
一
名
、
副
総
裁
一
名
、
理
事
四
名
と
加
盟
中
銀
総
裁
一
九
名
か
ら
成
る
い
わ
ば
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
の
指
令
部
で
あ
り
（
１
）、

各

国
中
央
銀
行
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
実
際
の
オ
ペ
を
行
う
実
働
部
隊
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
っ
て
、
適
格
取
引
先
・
適
格
担
保
基
準
等
が
定
め
ら
れ
、
毎
回
の
オ
ペ
で
の
資
金
供
給
総
額
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
各
国
の
民
間
銀
行
は
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
自
国
の
中
央
銀
行
の
オ
ペ
に
応
札
し
、
ユ
ー
ロ
圏
単
一
の
�
入
札
板
�
に
よ
っ
て
、

落
札
金
利
・
銀
行
と
供
給
金
額
が
決
ま
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

問
題
は
、
金
融
危
機
の
発
生
、
国
債
の
格
付
け
の
引
下
げ
な
ど
に
よ
っ
て
、
適
格
担
保
の
不
足
し
た
銀
行
が
現
れ
た
場
合
で
あ
る
。

担
保
不
足
に
陥
れ
ば
、
当
然
、
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
の
オ
ペ
に
は
参
加
で
き
な
く
な
る
が
、
か
わ
っ
て
、
当
該
国
の
中
央
銀
行
に
Ｅ
Ｌ

Ａ
（E

m
ergency

Liquidity
A

ssistance：

緊
急
流
動
性
支
援
）
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
、
各
国
中
央
銀
行
が
独

自
に
行
う
資
金
供
給
で
あ
る
が
、
①
貸
出
先
が
流
動
性
不
足
で
は
あ
っ
て
も
債
務
超
過
で
は
な
く
、
②
当
該
国
政
府
に
よ
っ
て
債
務

（23）



保
証
さ
れ
、
③
Ｅ
Ｃ
Ｂ
で
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
承
認
さ
れ
た
、
場
合
に
限
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
資
金
供
給
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
と
り
わ
け

適
格
担
保
の
認
定

、

Ｅ
Ｌ
Ａ
の
承
認

と
い
う
二
つ

の
局
面
で
、
き
わ
め
て
大
き
な
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
に
行

使
さ
れ
た
の
か
を
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
キ
プ
ロ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
の
例
で
見
て
み
よ
う
。

２
　
ト
リ
シ
ェ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
財
務
大
臣
へ
の
手
紙

昨
年
一
一
月
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
新
聞
が
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
、
ト
リ
シ
ェ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
（
当
時
）
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
財

務
大
臣
宛
に
送
ら
れ
た
、"Secret"
の
刻
印
の
あ
る
手
紙
を
ス
ク
ー
プ
し
た
（
２
）（

資
料
１
）。

当
時
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
住
宅
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
銀
行
が
巨
額
の
不
良
債
権
を
抱
え
て
お
り
、
深
刻

な
金
融
危
機
の
只
中
に
あ
っ
た
。
金
融
機
関
の
な
か
に
は
、
す
で
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
適
格
担
保
が
不
足
し
、
Ｅ
Ｌ
Ａ
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な

い
銀
行
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
は
、
手
紙
の
な
か
で
、
Ｅ
Ｕ
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
い
わ
ゆ
る
ト
ロ
イ
カ
）
の
求
め
る
財
政
改
革
、
構
造
改
革
、
金

融
機
関
の
リ
ス
ト
ラ
を
書
面
で
約
束
す
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
増
額
は
認
め
ら
れ
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
手
紙
の
二
日
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
、
ト
ロ
イ
カ
の
改
革
案
を
受
け
入
れ
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
を
正

式
に
決
定
し
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
に
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｌ
Ａ
に
よ
っ
て
何
と
か
金
融
機
関
の
資
金
繰
り
を
付
け
ら
れ
れ
ば
、
公
的
資
金
の
注
入
や
銀

行
の
破
綻
処
理
と
い
っ
た
政
治
的
コ
ス
ト
の
大
き
い
抜
本
策
を
先
送
り
で
き
る
。
他
方
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
し
て
み
れ
ば
、
例
外
的
な
状
況

で
の
み
許
さ
れ
る
は
ず
の
Ｅ
Ｌ
Ａ
へ
の
依
存
が
長
期
化
し
て
い
る
の
は
、
金
融
政
策
す
な
わ
ち
通
貨
供
給
の
一
元
化
を
前
提
と
す
る

（24）



ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事
態
で
あ
り
、
同
時
に
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
中
央
銀
行
に
よ
る
Ｅ
Ｌ
Ａ
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

政
府
に
よ
る
債
務
保
証
が
付
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
債
の
価
格

は
暴
落
し
て
お
り
、
債
務
保
証
の
意
味
も
低
下
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
増
額
が
認
め
ら
れ
な
い
と
な
れ
ば
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
民
間
銀
行
は
、
他
に
資
金
調
達
手
段
は
な
く
、
預
金
の
引
出
し
に
対
処

で
き
な
く
な
る
。
預
金
封
鎖
を
回
避
す
る
に
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
意
向
に
従
う
ほ
か
な
い
が
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
そ
こ
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
が
渋
っ
て
い
た
ト
ロ
イ

カ
の
求
め
る
財
政
・
構
造
改
革
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
を
ス
ク
ー
プ
し
た

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紙
や
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
ズ
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
へ
の
�
恫
喝
�
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
が
改
革
案
を
受
け
入
れ
る
と
、
Ｅ
Ｌ
Ａ
が
増
額
さ
れ
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
等
か
ら
の
支
援
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
お
よ
そ
四
ヶ
月
後
（
二
〇
一
一
年
三
月
三

一
日
）、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
債
に
つ
い
て
、
適
格
担
保
基
準
の
適
用
を
免

除
す
る
旨
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
（
３
）。

す
な
わ
ち
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ユ
ー
ロ

圏
中
央
銀
行
の
オ
ペ
の
適
格
担
保
基
準
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
債
お
よ
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
保
証
債
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
等

の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遵
守
・
実
行
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
、
そ
の
適
用
を
一
時

（25）

資料１　ECB総裁からアイルランド財務大臣宛手紙（2010年11月19日付け）
より一部を抜粋

（出所）ECB, "Irish letters" (www.ecb.europa.eu/press/html/irish-letters.en.html)

以下の４点に関するアイルランド政府からユーロシステムに対する書面での約束が提出されなけ
れば、アイルランドの金融機関に対するELAの増額を認めることはできないというのが、政策理
事会の立場である。
１：アイルランド政府がユーログループに財政支援を要請すること
２：要請には、EU・ECB・IMFとの合意に沿った財政改革、構造改革、金融機関のリストラに
関するコミットメントが含まれていること

３：金融機関のリストラ案には、アイルランド政府とEU、IMF等による資本注入が含まれるこ
と

４：ELAは、アイルランド政府が完全に保証し、返済の遅延はただちに政府によって補償される
こと



的
に
停
止
す
る
、
つ
ま
り
、
格
付
け
等
の
通
常
の
基
準
を
満
た
せ
な
く
と
も
オ
ペ
の
適
格
担
保
と
し
て
認
め
る
と
い
う
決
定
で
あ
る
。

そ
う
な
れ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
債
を
保
有
す
る
銀
行
は
、
Ｅ
Ｌ
Ａ
で
は
な
く
、
通
常
の
オ
ペ
で
資
金
を
調
達
で
き
る
の
で
あ
る
。

借
り
手
で
あ
る
民
間
銀
行
か
ら
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｌ
Ａ
で
あ
れ
オ
ペ
で
あ
れ
、
中
央
銀
行
か
ら
の
供
給
で
あ
る
点
で
同
じ
で
あ
る
が
、

オ
ペ
で
あ
れ
ば
政
府
保
証
は
不
要
で
あ
り
、
万
一
貸
倒
れ
が
発
生
し
た
場
合
も
そ
の
損
失
は
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
全
体
で
負
担
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
託
を
表
明
す
る
こ
と
で
Ｅ
Ｌ
Ａ
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
着
実
な
実
行
が
確
認
さ
れ
た
時
点
で
、
国
債

を
保
有
す
る
銀
行
の
通
常
の
オ
ペ
へ
の
復
帰
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
４
）。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
預
金
封
鎖
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
が
、
キ
プ

ロ
ス
と
ギ
リ
シ
ャ
は
、
預
金
封
鎖
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

３
　
キ
プ
ロ
ス
の
預
金
封
鎖

キ
プ
ロ
ス
は
、
ギ
リ
シ
ャ
と
の
経
済
的
関
係
が
強
い
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
に
発
生
し
た
ギ
リ
シ
ャ
危
機
に
よ
っ
て
大
き
な
打

撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
三
月
に
、
ト
ロ
イ
カ
と
キ
プ
ロ
ス
政
府
の
間
で
支
援
に
関
す
る
合
意
が
成
立
す
る
が
、

そ
の
改
革
案
の
中
に
預
金
の
削
減
（
預
金
課
税
）
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
キ
プ
ロ
ス
で
は
預
金
の
取
付
け
が
発
生
、
同
月
一

九
日
か
ら
銀
行
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
キ
プ
ロ
ス
議
会
も
同
日
、
預
金
課
税
法
案
を
否
決
し
、
キ
プ
ロ
ス
経
済
は
大

混
乱
に
陥
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
二
一
日
に
、
キ
プ
ロ
ス
中
央
銀
行
の
Ｅ
Ｌ
Ａ
残
高
を
二
五
日
ま
で
は
維
持
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
降

は
、
ト
ロ
イ
カ
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
入
れ
・
遵
守
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
（
５
）。

（26）



結
局
、
二
五
日
に
キ
プ
ロ
ス
と
支
援
側
で
合
意
が
成
立
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
増
額
を
承
認
し
、
キ
プ
ロ
ス
の
銀
行
も
二
八
日

か
ら
営
業
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
た
だ
し
一
人
一
日
の
預
金
引
出
し
は
三
百
ユ
ー
ロ
ま
で
）。

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
キ
プ
ロ
ス
国
債
に
つ
い
て
も
、
五
月
二
日
に
、
適
格
基
準
の
適
用
免
除
を
決
定
（
６
）、（

ご
く
短
期
間
の
免
除
停

止
期
間
を
は
さ
み
な
が
ら
）
現
在
ま
で
、
継
続
し
て
い
る
。

そ
の
後
キ
プ
ロ
ス
は
、
ト
ロ
イ
カ
の
求
め
た
改
革
案
に
沿
っ
て
、
最
大
手
の
キ
プ
ロ
ス
銀
行
に
つ
い
て
は
、
一
〇
万
ユ
ー
ロ
を
超

え
る
預
金
（
非
付
保
預
金
）
の
四
七
・
五
％
を
削
減
（
株
式
転
換
）、
ラ
イ
キ
銀
行
に
つ
い
て
は
、
株
主
だ
け
で
な
く
債
券
保
有
者

と
非
付
保
預
金
者
の
債
権
を
す
べ
て
切
り
捨
て
て
キ
プ
ロ
ス
銀
行
に
事
業
譲
渡
す
る
な
ど
の
、
厳
し
い
再
建
策
が
実
行
さ
れ
た
の

で（７
）あ

る
（
８
）。

４
　
ギ
リ
シ
ャ
危
機
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ

で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
場
合
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
で
の
国
債
の
扱
い
や
Ｅ
Ｌ
Ａ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
〇
一
〇
年
春
、
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
危
機
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
五
月
二
日
に
ギ
リ
シ
ャ
政
府
と
Ｅ
Ｕ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
支
援
策
で
合

意
す
る
と
、
翌
日
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
国
債
に
適
格
担
保
基
準
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
発
表
す
る
（
９
）。

こ
れ
が
Ｅ
Ｕ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
か
ら
成
る
ト
ロ
イ
カ
支
援
の
最
初
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
と
は
言
う
も
の
の
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
支
援
は
、
具
体
的
に
は

ギ

リ
シ
ャ
国
債
を
格
付
け
等
に
か
か
わ
ら
ず
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ
ム
の
オ
ペ
に
お
い
て
適
格
担
保
に
認
め
る

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
直
接

的
に
資
金
を
供
給
す
る
Ｅ
Ｕ
（
ユ
ー
ロ
圏
）
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
は
支
援
の
形
は
異
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
二
月
二
一
日
に
は
、
債
務
の
再
編
を
と
も
な
う
第
二
次
支
援
が
ま
と
ま
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
同
年
七
月
一
八
日
に
ギ
リ

シ
ャ
国
債
の
適
格
基
準
免
除
を
停
止
し
、
一
二
月
一
九
日
に
は
第
二
次
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ユ
ー
ロ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
の
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結
果
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
再
び
免
除
を
認
め
る
決
定
を
行
っ
て
い
る
（
10
）。

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
状
況
を
精
査
し
つ
つ
、
担

保
と
し
て
の
承
認
を
調
整
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
年
一
月
の
反
緊
縮
派
の
チ
プ
ラ
ス
政
権
の
誕
生
と
な
る
。

ま
ず
二
月
一
〇
日
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
第
二
次
支
援
で
合
意
さ
れ
た
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
十
分
に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
ギ
リ

シ
ャ
国
債
の
適
格
基
準
適
用
免
除
を
停
止
す
る
（
11
）。

こ
こ
で
、
国
債
は
オ
ペ
適
格
で
な
く
な
っ
た
た
め
、
担
保
の
不
足
す
る
銀
行
は
Ｅ

Ｌ
Ａ
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
二
月
二
〇
日
、
ト
ロ
イ
カ
側
が
、
二
月
末
期
限
の
支
援
を
六
月
末
ま
で
延
長
す
る
（
＝

六
月
末
で
打
ち
切
る
）
こ
と
を
決
定
し
、
以
降
、
ギ
リ
シ
ャ
政
府
と
の
厳
し
い
交
渉
が
続
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
期
限
が
迫
っ
た
六
月
二
八
日
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
銀
行
の
Ｅ
Ｌ
Ａ
に
つ
い
て
、
現
行
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
を

発
表
す
る
が
（
12
）、

そ
の
意
味
は
増
額
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
「
政
策
理
事
会
は
、
こ
の
決
定
を
再
考
す
る

用
意
が
あ
る
」
と
も
明
記
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
に
改
革
案
の
受
託
を
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
側
は
、
そ
の
翌
日
か
ら
預
金
封

鎖
（
引
出
し
は
一
人
一
日
六
〇
ユ
ー
ロ
ま
で
）
に
踏
み
切
る
と
と
も
に
、
七
月
五
日
の
国
民
投
票
で
は
反
緊
縮
派
が
勝
利
し
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
六
日
、
改
め
て
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
増
額
は
認
め
な
い
こ
と
を
発
表
す
る
と
同
時
に
、
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
担
保
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト
率

を
引
き
上
げ
る
決
定
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｅ
Ｌ
Ａ
を
利
用
す
る
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
よ
り
多
く
の
ギ
リ
シ
ャ
国
債
等
が
必
要
と
な

っ
た
の
で
あ
る
（
13
）。

結
局
、
ギ
リ
シ
ャ
政
府
が
譲
歩
す
る
こ
と
と
な
り
、
議
会
も
改
革
案
を
可
決
し
た
。
そ
れ
を
確
認
す
る
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ
も
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
増

額
を
決
定
（
14
）。

ギ
リ
シ
ャ
の
銀
行
は
二
〇
日
か
ら
、
引
出
し
額
を

一
日
六
〇
ユ
ー
ロ

か
ら

一
週
間
で
四
二
〇
ユ
ー
ロ

に
緩
和

し
て
営
業
を
再
開
し
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
の
経
緯
が
示
し
て
い
る
の
は
、
危
機
国
に
対
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
き
わ
め
て
大
き
な
権
限
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
重
視
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
般
的
に
は
、
債
務
危
機
に
陥
っ
た
政
府
は
、
自
国
通
貨
建
て
債
務
で
あ
れ
ば
、
自
国
の
金
融
機
関
あ
る
い
は
中
央

銀
行
に
国
債
を
引
き
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、（
高
率
の
イ
ン
フ
レ
発
生
の
危
険
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
）
一
時
的
な
資
金
繰

り
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
理
通
貨
制
度
の
�
メ
リ
ッ
ト
�
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ユ
ー
ロ
圏
の
場
合
、
債
務
危
機
が
発
生
す
る
と
、
国
債
は
格
付
け
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ロ
シ
ス
テ

ム
の
オ
ペ
の
適
格
担
保
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
財
政
改
革
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
担
保
と
し

て
の
適
格
性
を
回
復
す
る
ま
で
は
）
金
融
機
関
は
Ｅ
Ｌ
Ａ
に
依
存
す
る
ほ
か
な
く
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
、
適
格
担
保
と
し
て
の
承
認
や
Ｅ
Ｌ
Ａ
の
認
可
に
は
、
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
入
れ
と
そ
の
着
実
な
実
施

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
危
機
国
は
、

預
金
封
鎖
か
改
革
か

を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
長
期
に
及
ぶ
預
金
封

鎖
に
耐
え
ら
れ
る
経
済
は
存
在
し
な
い
。

こ
う
し
た
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
「
最
後
の
貸
し
手
」
機
能
は
、
日
本
銀
行
の
そ
れ
と
も
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
そ
れ
と
も
大
き
く
異
な
る
。
そ
う
し
た

特
異
な
中
央
銀
行
制
度
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
ユ
ー
ロ
圏
が
財
政
統
合
を
と
も
な
わ
な
い

通
貨
統
合
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
は
、
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
は
政
治
（
財
政
）
の
仕
事
で
あ
り
、
中
央

銀
行
に
よ
る
財
政
の
肩
代
わ
り
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
ド
イ
ツ
的
考
え
方
が
き
わ
め
て
強
い
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
日
本
や
米
国
で
は
や
や
後
退
し
た
感
の
あ
る
構
造
改
革
路
線
が
、
ユ
ー
ロ
圏

で
は
大
き
な
影
響
力
を
維
持
し
て
い
る
、
一
つ
の
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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注（
１
）

政
策
理
事
会
に
お
け
る
議
決
権
は
、
従
来
、
参
加
者
一
人
一
票
で
あ
っ
た
が
、
今
年
一
月
よ
り
加
盟
中
央
銀
行
総
裁
の
議
決
権
は
（
今
後

さ
ら
に
加
盟
国
が
増
え
た
と
し
て
も
）
一
五
票
と
す
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
執
行
部
六
名
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ロ
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シ
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